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次郎長翁を知る会

東
京
三
越
劇
場
の
正
月
公
演
は
、
劇
団
俳
優
座
創
立
六

十
周
年
記
念
公
演
と
銘
打
っ
て
、
今
年
一
月
三
日
に
幕
を

あ
け
た
。
主
演
は
御
前
崎
町
出
身
で
、
中
学
生
時
代
は
、

三
保
造
船
に
勤
め
る
兄
を
訪
ね
て
清
水
に
は
何
度
も
き
た

こ
と
が
あ
る
と
い
う
加
藤
剛
さ
ん
。

宮
本
研
作
「
次
郎
長
が
行
く
」
は
こ
れ
ま
で
芝
居
や
映

舞
台
を
前
に
清
水
港
へ
、
加
藤
剛
ざ
ん

一‐
時
代
に
身
を
す
り
寄
せ
る
か
、
時
代
を
蹴
ち
ら
す
か
。
正
月
公
演
を
前
に
、
次
郎
長
役
加
藤
剛

さ
ん
、
愚
庵
役
頼
三
四
郎
さ
ん
親
子
が
清
水
港
へ
や
っ
て
き
た
。
次
郎
長
が
生
れ
育
っ
た
巴

川
畔
、
清
水
港
と
駿
河
湾
。
二
人
の
見
た
も
の
は
。

‘

嫌
』

画
で
は
演
じ
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
次
郎
長

の
後
半
生
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
群
台
稽
古
が
始
ま
ろ
う
と
い
う
昨
年
暮
の
十

月
末
に
、
加
藤
剛
さ
ん
と
次
男
の
順
三
四
郎
さ
ん
親
子
が

次
郎
長
の
墓
参
を
兼
ね
て
、
清
水
に
来
訪
さ
れ
た
。

案
内
役
は
編
集
子
が
担
当
、
梅
蔭
寺
、
次
郎
長
生
家
、

壮
士
墓
、
次
郎
長
の
船
宿
末
庚
、
日
の
出
埠
頭
、
さ
ら
に

典
津
清
見
寺
、
坐
漁
荘
と
タ
ク
シ
ー
二
台
に
分
乗
し
て

廻
っ
た
。

何
箇
所
も
廻
っ
て
い
る
中
で
、
加
藤
剛
さ
ん
が
も
っ
と

も
時
間
を
か
け
た
の
は
、
巴
川
畔
と
日
の
出
埠
頭
で
あ
る
。

と
く
に
巴
川
畔
で
は
、
次
郎
長
生
家
の
対
岸
、
壮
士
墓
の

あ
た
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
護
岸
堤
防
の
間
か
ら
、
流
れ

の
ほ
と
り
に
ま
で
入
っ
て
行
き
、
暫
く
の
間
、
膜
想
に
ふ

け
る
か
の
よ
う
に
件
ん
で
い
た
。
百
数
十
年
も
前
、
次
郎

長
が
生
れ
育
っ
た
頃
と
巴
川
の
流
れ
は
変
ら
な
い
。
明
治

に
な
っ
て
大
勢
の
子
分
た
ち
と
過
ご
し
た
の
も
こ
の
巴
川

運

里
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の
畔
だ
。
こ
の
流
れ
を
黙
っ
て
見
つ
め
な
が
ら
何
分
も
の

間
立
っ
て
い
る
加
藤
剛
さ
ん
の
後
姿
に
、
私
は
打
た
れ
た
。

日
の
出
埠
頭
で
は
、
「
中
学
生
時
分
に
は
、
こ
の
あ
た
り

か
ら
三
保
行
の
ボ
ン
ボ
ン
蒸
汽
に
乗
っ
た
も
の
で
す
」
と

懐
か
し
げ
に
加
藤
さ
ん
は
語
っ
た
。

愚
庵
役
を
演
じ
る
順
三
四
郎
さ
ん
は
、
成
城
大
学
の
学

生
。
ゼ
ミ
の
教
授
宮
崎
修
多
先
生
が
芸
名
の
名
づ
け
親
だ

そ
う
で
あ
る
。
実
は
宮
崎
修
多
先
生
と
編
集
子
は
旧
知
の

間
柄
で
、
先
生
は
東
京
か
ら
加
藤
親
子
と
同
行
で
来
訪
さ

れ
、
何
年
か
ぶ
り
で
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
た
。

あ
ち
こ
ち
と
廻
っ
た
末
、
典
津
清
見
寺
を
訪
ね
た
の
は

夕
刻
近
い
頃
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
有
名
な
成
臨
丸
事
件

殉
難
者
の
碑
が
あ
る
。
永
井
尚
志
撰
の
碑
文
は
漢
字
ば
か

凸

ヨ

：
、
》
蝋
箪

‘
Ｉ瞳

》
、
》
鐸
へ
‐
需
〆
。

梅
蔭
寺
次
郎
長
銅
像
前
で
、
加
藤
剛
さ
ん
（
左
）
と
頼
さ
ん

ｌ蕊

葛

;ｴｉ

鍵
驚
箪
一
報
毎
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平
成
十
七
年
一
月
十
二
日
、
バ
ス
二
台
の
う
ち
静
岡
駅

南
口
は
七
時
三
十
分
発
、
清
水
産
業
情
報
プ
ラ
ザ
前
は
八

時
発
。
総
勢
八
十
三
名
は
十
一
時
過
ぎ
東
京
着
、
東
京
組

と
合
流
し
、
日
本
橋
三
越
百
貨
店
六
階
の
三
越
劇
場
で
十

二
時
開
演
の
「
次
郎
長
が
行
く
」
を
観
劇
。

お
よ
そ
三
時
間
に
及
ぶ
熱
演
を
、
竹
内
宏
会
長
夫
妻
を

は
じ
め
一
同
は
楽
し
む
。
舞
台
に
は
河
野
正
明
さ
ん
の
演

じ
る
伏
谷
判
事
も
登
場
。
千
葉
県
市
原
か
ら
観
劇
に
参
加

り
の
難
解
文
だ
が
、
宮
崎
先
生
は
こ
れ
を
即
席
で
読
み
下

し
は
じ
め
た
。
加
藤
剛
さ
ん
順
さ
ん
私
三
人
は
、
碑
文
を

Ⅱ
で
追
い
な
が
ら
、
宮
崎
先
生
の
即
席
誰
議
に
聞
き
入
っ

た
。
そ
の
時
の
メ
モ
を
も
と
に
、
清
水
郷
土
史
研
究
会
の

会
報
「
清
郷
研
」
に
、
「
成
臨
丸
殉
難
者
碑
文
を
読
む
」

と
し
て
発
表
し
た
。

こ
の
日
の
行
程
に
は
、
地
元
の
朝
日
新
聞
清
水
通
信
局

の
岡
さ
ん
が
同
行
し
た
。
岡
さ
ん
は
十
一
月
十
九
日
の
同

紙
県
版
に
「
″
次
郎
長
が
行
く
“
一
緒
に
ど
う
ぞ
」
と
、

次
郎
長
翁
を
知
る
会
が
計
画
し
た
観
劇
バ
ス
ッ
ァ
ー
を
紹

介
し
、
「
巴
川
の
流
れ
を
黙
っ
て
見
つ
め
、
感
慨
深
げ
だ
っ

た
加
藤
さ
ん
の
演
技
が
見
ど
こ
ろ
」
と
報
じ
て
く
れ
た
。

こ
う
し
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
あ
っ
て
、
観
劇
バ
ス
ッ

ア
ー
は
清
水
ば
か
り
で
な
く
、
旧
静
岡
市
の
人
た
ち
も
多

数
応
募
し
、
バ
ス
二
台
を
連
ら
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
。

閉幕後歓談する竹内会長（右端）と左へ加藤剛、頼三四郎さん

－２－

俳
優
座
六
十
周
年
記
念
公
演
が
、
東
京
日
本
橋
「
三
越

劇
場
」
で
開
演
、
今
回
は
、
そ
の
名
も
〃
次
郎
長
が
行
く
〃

し
か
も
静
岡
県
出
身
の
、
加
藤
剛
さ
ん
、
順
三
四
郎
さ
ん

の
親
子
共
減
で
あ
る
。

加
藤
川
さ
ん
親
子
は
、
舞
台
稽
古
を
前
に
、
清
水
を
訪

れ
、
次
郎
長
翁
を
知
る
会
の
、
田
口
英
爾
先
生
の
案
内
で
、

次
郎
長
ゆ
か
り
の
梅
蔭
寺
、
次
郎
長
生
家
、
壮
士
の
墓
、

末
匿
等
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
、

次
郎
長
が
生
ま
れ
て
、
生
活
を
し
た
場
所
、
見
た
風
景
、

吸
っ
た
空
気
を
感
じ
な
が
ら
、
郷
台
作
り
の
イ
メ
ー
ジ
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
も
腹
想
に
時
間
を
た
っ
ぷ
り

と
っ
て
い
ま
し
た
。
「
次
郎
長
に
な
り
切
っ
て
、
舞
台
に

望
も
う
と
し
た
気
塊
が
胸
に
伝
わ
っ
て
来
ま
し
た
」
と
同

行
し
た
田
口
先
生
の
感
想
で
し
た
。

出
発
の
一
月
十
二
日
は
、
快
晴
。
真
白
な
富
士
山
が
、

我
々
を
祝
福
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

日
本
橋
「
三
越
劇
場
」
に
到
着
し
ま
す
と
、
竹
内
宏
会

左
か
ら
頼
さ
ん
加
藤
さ
ん
、
田
口
、
宮
崎
修
多
先
生
梅
蔭
寺
に
て

し
た
、
伏
谷
如
水
の
御
子
孫
高
石
鶴
子
さ
ん
は
感
慨
ぶ
か

げ
で
あ
っ
た
。

閉
幕
後
、
楽
屋
か
ら
加
藤
剛
さ
ん
順
三
四
郎
さ
ん
河
野

正
明
さ
ん
ら
が
、
客
席
に
顔
を
出
し
、
記
念
撮
影
や
サ
イ

ン
に
応
じ
て
下
さ
っ
た
。

十
六
時
三
十
分
バ
ス
二
台
は
三
越
前
出
発
、
東
名
経
由

で
十
九
時
頃
、
清
水
、
静
岡
へ
そ
れ
ぞ
れ
帰
着
し
た
。

（
田
口
）

顎

錨

「
次
郎
長
が
行
く
」
観
劇
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
Ｉ
室
伏
尚
美

加
藤
剛
、
頼
三
四
郎
親
子
の
共
演
に
感
動



何
故
な
ら
ば
、
頼
三
四
郎
さ
ん
演
ず
る
、
天
田
五
郎
は
、

山
岡
鉄
舟
の
紹
介
で
、
次
郎
長
の
も
と
に
来
て
、
養
子
に

な
り
、
あ
の
有
名
な
「
東
海
遊
侠
伝
」
を
世
に
出
し
て
く

れ
た
、
大
恩
人
で
あ
る
。

舞
台
終
幕
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
、
次
郎
長
は
畷
く
。

「
時
代
に
身
を
す
り
寄
せ
る
か
、
時
代
を
蹴
散
ら
す
か
、

二
つ
に
一
つ
」

私
は
興
奮
と
感
動
を
味
わ
い
ま
し
た
。
俳
優
座
の
皆
様

の
熱
演
、
加
藤
剛
さ
ん
の
重
厚
さ
と
渋
み
、
頼
三
四
郎
さ

ん
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
と
将
来
性
を
感
じ
さ
せ
る
演
技
に
魅

長
御
夫
妻
も
す
で
に
、
お
見
え
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

物
語
り
は
、
清
水
仲
町
、
妙
慶
寺
そ
ば
の
、
山
本
長
五

郎
（
次
郎
長
）
宅
で
、
二
代
目
の
お
蝶
を
迎
え
て
の
祝
言

の
儀
が
、
さ
さ
や
か
に
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
突

然
、
若
き
日
の
幕
臣
、
山
岡
鉄
太
郎
が
訪
ね
て
来
る
。
次

郎
長
に
徳
川
に
賭
け
て
く
れ
と
申
し
出
る
の
だ
っ
た
。
し

か
し
次
郎
長
は
「
お
上
の
ご
用
は
遠
慮
申
し
上
げ
る
の
が

渡
世
の
道
」
と
断
る
。
山
岡
は
そ
ん
な
次
郎
長
に
ほ
れ
こ

ん
で
し
ま
う
。
鉄
舟
と
次
郎
長
の
出
会
い
は
、
ま
さ
し
く
、

名
伯
楽
に
出
会
っ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

観劇ツアー参加者

◎青木宏樹清水区

青木正孝清水区

青木美也子清水区

◎赤堀淑子清水区

◎天野香清水区

安藤とし江清水区

井川明美旧静岡

井口史郎旧静岡

◎大塚恒二森町

◎大村新治清水区

大村ふじ乃旧静岡

◎大村良雄旧静岡

◎岡明人清水区

小沢静代旧静岡

中村武雄旧静岡

◎片山正一清水区

◎金子昌義清水区

◎金原寛清水区

久保田和子旧静岡

久保田裕夫清水区

脅藤昭夫旧静岡

◎佐野大三郎富士

佐野文子清水区

島津繁子旧静岡

杉浦邦子旧静岡

◎杉山幹治清水区

◎鈴木幸江清水区

◎鈴木正司清水区

◎高木久枝旧静岡

◎高田恵美子清水区

高橋圭子旧静岡

◎高橋保清水区

◎高橋俊夫富士

◎田ロ英爾清水区

堤一枝清水区

◎堤利博清水区

永井益三郎旧静岡

永井リエ子旧静岡

長島今代旧静岡

永田きよ子清水区

◎は次郎長翁を知る会会員

西田せつ旧静岡

◎糠谷征司清水区

橋本久仁子旧静岡

長谷川美知子旧静岡

原田満里子旧静岡

◎布施昌作清水区

◎牧野巽清水区

松林幸子清水区

松原一路清水区

松本検清水区

三浦ひさ子清水区

◎村上茂信清水区

◎室伏尚美清水区

◎望月憲一清水区

森下せつ旧静岡

山崎ふさ子旧静岡

山下栄子旧静岡

山田公代清水区

◎山田徒司清水区

◎山梨弘清水区

◎横山知子旧静岡

◎吉田静子清水区

渡辺悦子清水区

渡辺健治清水区

了
さ
れ
ま
し
た
。

舞
台
終
了
後
、
切
れ
味
鋭
い
筆
法
の
竹
内
宏
会
長
の

フ
ァ
ン
と
言
う
加
藤
剛
さ
ん
、
頼
三
四
郎
さ
ん
と
全
員
で

記
念
写
真
を
と
り
ま
し
た
。

お
り
し
も
、
三
越
で
は
、
平
山
郁
夫
展
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
小
泉
純
一
郎
首
相
が
観
賞
に
訪
れ
た
と
言
う

ニ
ュ
ー
ス
を
翌
日
の
新
聞
で
知
り
ま
し
た
。
私
も
拝
見
し

ま
し
た
が
、
ど
れ
も
素
晴
し
く
、
大
満
足
で
、
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。
（
運
営
委
員
）

く東京組参加者＞

◎高石鶴子

◎山下茂樹

◎林純一

富沢博

梅谷英子

大塚幸子

西篠晴子

中村美津子

森下和子

◎長谷川満

戸塚進也

◎長島範明夫妻

◎竹内宏会長夫妻

岡美智子

市原

さいたま

川口

大和

鎌倉

東京

東京

調布

横浜

秦野

掛川

東京

川崎

横浜

－３－



徳
川
慶
喜
と
清
水
港

「
徳
川
慶
喜
公
伝
」
四
に
「
逸
事
」
と
い
う
章
が
あ
っ
て
、

三
輪
甫
一
と
い
う
人
が
慶
喜
の
投
網
の
こ
と
を
語
っ
て
い

る
。
三
輪
が
ど
う
い
う
人
な
の
か
知
ら
な
い
が
話
は
左
の

様
な
も
の
で
あ
る
。

「
静
岡
に
て
或
日
川
狩
を
催
さ
れ
け
る
時
、
興
に
乗
じ

て
親
し
く
投
網
を
試
み
給
へ
る
に
、
馴
れ
ぬ
業
と
て
網

に
曳
か
れ
、
ざ
ん
ぶ
と
ば
か
り
河
中
に
落
入
ら
せ
給
ひ

し
か
ば
、
近
侍
は
驚
憎
措
く
所
を
知
ら
ず
、
急
ぎ
引
揚

げ
ま
い
ら
す
る
に
、
公
は
微
笑
み
つ
つ
帰
館
せ
ら
れ
た

り
。
程
経
て
後
、
又
も
投
網
と
の
命
あ
り
て
、
近
侍
と

共
に
舟
を
漕
が
せ
給
ひ
た
る
が
、
今
度
は
い
と
も
易
々

と
見
事
に
網
を
投
げ
給
へ
り
。
そ
は
公
が
前
日
の
失
敗

を
い
た
く
無
念
に
思
は
れ
て
、
御
居
間
の
前
庭
に
て
、

日
々
網
の
稽
古
を
な
さ
れ
た
る
な
り
け
り
。

公
は
斯
か
る
事
ま
で
も
通
達
す
る
ま
で
は
熱
心
に
稽

古
し
給
ふ
を
常
と
す
る
の
御
気
質
な
り
き
◎
」

こ
こ
で
は
投
網
は
慶
喜
に
と
っ
て
始
め
て
の
よ
う
で
あ

り
、
「
静
岡
で
の
川
狩
」
と
さ
れ
て
い
る
。

司
馬
遼
太
郎
は
こ
れ
を
慶
喜
の
少
年
時
代
の
こ
と
と
し
、

場
所
も
品
川
沖
と
し
て
潤
色
の
上
、
小
説
「
最
後
の
将
軍
」

に
使
っ
た
。
念
の
た
め
「
家
扶
日
記
」
の
前
身
「
一
橋
徳

川
家
記
」
で
嘉
永
・
安
政
年
間
を
し
ら
べ
て
み
た
が
「
投

網
」
の
記
事
は
見
当
ら
な
い
。
一
方
「
静
岡
に
て
…
川
狩
」

と
あ
る
の
を
、
清
水
港
で
の
こ
と
と
し
て
み
れ
ば
、
田
口

英
爾
氏
の
「
家
扶
日
記
」
に
も
と
づ
く
調
査
で
、
明
治
五

年
の
一
年
間
だ
け
で
、
慶
喜
は
四
十
七
回
も
清
水
港
を
訪

れ
て
い
る
。
「
家
扶
日
記
」
は
明
治
五
年
以
前
を
欠
く
の
で
、

恐
ら
く
慶
喜
は
明
治
二
年
九
月
に
謹
慎
を
宥
さ
れ
る
と
、

は
じ
め
は
気
晴
ら
し
の
た
め
に
、
後
に
は
趣
味
を
満
足
さ

せ
る
た
め
に
、
頻
り
に
清
水
港
を
訪
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

す
べ
て
が
投
網
で
な
か
っ
た
に
し
て
も
清
水
港
の
風
光
は

お
だ
や
か
で
人
の
心
を
和
ま
せ
る
か
ら
、
慶
喜
が
足
繁
く

通
っ
た
の
も
自
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
世
の
中
の
方

は
明
治
と
変
っ
て
も
、
少
な
く
と
も
西
南
戦
争
の
終
る
こ

ろ
ま
で
は
気
の
ゆ
る
せ
な
い
空
気
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

明
治
二
年
の
暮
に
新
門
辰
五
郎
か
ら
慶
喜
の
身
辺
警
護
を

引
き
継
い
だ
次
郎
長
は
諸
方
面
へ
の
眼
く
ば
り
に
心
を
労

し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
明
治
四
十
二
年
十
月
の
昔
夢
会

の
席
上
で
さ
え
、
「
あ
の
時
世
（
明
治
初
年
）
で
あ
り
ま

す
と
、
も
う
一
ぺ
ん
お
出
か
け
を
願
い
に
行
き
そ
う
な
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
。
」
と
、
阪
谷
芳
郎
が

水
を
向
け
た
の
に
対
し
、
慶
喜
は
、
「
誠
に
昔
の
こ
と
を

知
っ
た
人
が
な
く
な
っ
た
ね
。
四
、
五
人
寄
っ
て
そ
の
時

分
の
困
り
話
で
も
す
る
と
よ
ほ
ど
面
白
い
が
、
さ
っ
ぱ
り

な
く
な
っ
た
ね
。
」
と
、
さ
り
げ
な
く
か
わ
し
て
い
る
。
明

治
以
後
、
慶
喜
に
と
っ
て
政
治
に
関
す
る
話
は
タ
ブ
ー
な

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
京
移
住
後
の
彼
は
天
皇
と
会
見

し
、
公
爵
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
政
治
的
行
動
と
い

え
な
い
だ
ろ
う
か
？
私
は
慶
喜
に
は
ず
っ
と
静
岡
に
い
て

も
ら
い
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
末
麿
」
に
い
つ
も
き
て
い

た
慶
喜
、
い
つ
の
頃
か
将
軍
時
代
に
着
た
礎
斗
目
を
、
次

郎
長
に
お
く
っ
た
慶
喜
、
そ
し
て
「
よ
い
御
子
だ
、
よ
い

御
子
だ
」
と
い
っ
て
、
幼
か
っ
た
久
の
あ
た
ま
を
な
で
た

と
い
う
次
郎
長
。
復
元
さ
れ
た
末
麿
に
展
示
さ
れ
て
い
る

す
ば
ら
し
い
炭
斗
目
の
深
い
紺
青
の
色
は
、
さ
や
さ
や
と

し
た
そ
の
手
ざ
わ
り
ま
で
想
像
さ
せ
て
、
百
年
以
上
も
前

の
世
界
に
つ
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
。

慶
喜
は
天
保
八
年
う
ま
れ
だ
か
ら
、
次
郎
長
の
方
が
十

八
歳
も
上
だ
が
、
全
く
異
な
る
人
生
を
生
き
た
二
人
の
間

に
は
一
す
じ
の
心
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
と
、
私
は
思
い

た
い
の
で
あ
る
。

，
徳
川
慶
喜
研
究
の
第
一
人
者
、
河
信
重
子
さ
ん
に
特
別

寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
河
信
さ
ん
は
一
一
月
一
一
十
日

船
宿
末
庚
に
来
訪
さ
れ
、
慶
喜
公
が
次
郎
長
に
贈
っ
た
礎

斗
目
と
再
会
。
編
集
子
の
懇
請
に
よ
り
御
執
筆
。
多
謝
。

．
直
木
賞
作
家
山
本
一
力
さ
ん
が
、
こ
の
六
月
十
二
日
に

開
催
の
当
会
総
会
に
参
加
、
ご
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

場
所
は
興
津
公
民
館
を
予
定
。
詳
細
は
続
報
で
。
山
本
一

力
さ
ん
は
目
下
「
オ
ー
ル
読
物
」
で
次
郎
長
を
連
載
中
で

す
。
ほ
か
に
も
「
梅
咲
き
ぬ
』
「
だ
い
こ
ん
』
な
ど
、
ヒ
ッ

ト
作
を
連
発
中
。
著
者
ご
自
身
の
人
柄
も
、
義
理
人
情
に

き
わ
め
て
あ
つ
い
と
Ｍ
紙
の
書
評
に
あ
り
ま
し
た
。

．
「
次
郎
長
翁
を
知
る
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス

が
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

貢
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ご
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河
ム
レ
重
子


